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第１章 小平市用水路管理方針の概要 

１ 活用計画の見直しにあたって 

（１）背景 

平成６年度に策定しました「小平市用水路活用計画」（以下、「活用計画」）は、市内全ての

用水路について、その地域の特性等を考慮し、将来的な活用の指針を示したものであります。

この活用計画において、用水路を保全、転用（親水、緑道、道路及び下水道）、保留の６種類

の活用区分に分類しており、まちの歴史を物語る用水路の大部分を「保全」として位置づけて

います。 

市ではこれまで用水路の流水延長を延ばす取組と、整備を主体とした活用の取組を進めまし

た。水が流れる区間を延ばす取組としては、武蔵野線地下水を市内用水路に活用したことに加

え、護岸工事による機能確保の取組を同時に進めました。この結果、活用計画策定段階に比

べ、流水量が増え、水が流れている区間を延ばすことができました。 

しかし、今後については新たな水源確保の見込みがないことから、流水事情は大きく変わら

ない状況となりました。整備による活用の取組については、活用計画で定める道路沿いなどの

整備効果が高い箇所の親水緑道整備を実施し、概ね完了しました。 

現在、活用計画は策定後、概ね３０年が経過しました。この間に、用水路沿いの土地が開発

事業等で宅地へと移り変わり、新たな市民が増えることなど、用水路周辺地域を取り巻く環境

は大きく変わりました。そのため新たな課題も発生しており、それらに対応する方針を定める

必要があります。具体的には、“地域毎の課題を踏まえた用水路の在り方を検討する”こと、

財政状況を考慮した、“維持管理の方向性を示す”こと、“次世代に用水路を引き継ぐための取

組を示す”ことが必要です。このことから、活用計画における活用の視点を重視したものか

ら、用水路全般の方向性を示す方針に変更した「小平市用水路管理方針」（以下、「管理方

針」）を策定します。 

※ 活用区分については、平成１９年度において、用水路を取り巻く地域環境や市の財政状

況の変化から、将来に渡り流水の確保ができない箇所について一部を変更し、転用（売

却）する箇所を取り入れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平市用水路活用計画       小平市用水路活用計画（一部改定） 

     （平成７年３月）           （平成２０年３月） 
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（上位計画）                              

 

 

（２）管理方針の位置付け 

管理方針は、上位計画である「第四次小平市長期総合計画」、「第三次小平市環境基本計画」、

「第三次小平市みどりの基本計画」や公共施設等の維持管理の方針を定めた「小平市公共施

設等総合管理計画」及び関連する各種計画などと整合を図っていきます。 

 また、小平市用水路条例に定められている、用水路の活用に関する計画（用水路活用区分）

を含めたものとします。 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 管理方針の枠組み 

（１）管理方針の定める期間 

管理方針は期間について定めていませんが、社会や地域の情勢の大きな変化により見直す

ほか、用水路活用区分については、１０年を目安に必要に応じて見直します。 

（２）管理方針の対象範囲 

対象は市が管理する小川用水、新堀用水、鈴木用水、田無用水、大沼田用水、野中用水、砂

川用水、関野用水及び野火止用水とします。なお、玉川上水については東京都の管理である

ため、管理方針には含めていません。 

（３）管理方針の実施主体 

実施主体は市民、事業者、市民団体及び市です。 

管理方針に位置付けた取組については、市民・事業者・市民団体・市が一体となって協働

しながら進めていきます。 

 

  

小平市第三次環境基本計画 

小平市第三次みどりの基本計画 

小平市公共施設等総合管理計画 

小平市第四次長期総合計画 

（関連する計画等） 

・小平市観光まちづくり振興プラン 

・小平市地域防災計画   

・小平市文化スポーツ推進計画 など 

小平市用水路管理方針 

小平市用水路条例 
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３ 用水路のもたらす効果 

（１）生物多様性のあるまちの形成 

小平市のような比較的都市化の進んだ地域においては、大きな面積の自然環境は残りづらく、 

小さな緑地や水辺（用水路）が目立ちます。しかし、面積が小さくても、そこを往来して生き

物の交流が生まれます。生き物はこの連続性を巧みに利用しながら暮らしています。このよう

なつながりを「エコロジカルネットワーク（水と緑の回廊）」と呼びます。 

市では用水路を通じて、連続した緑地や水辺空間の創出に努めており、貴重な生物多様性の 

あるまちの形成に役立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

※小平市環境政策課作成「こだいらの生きものを探しにいこう！」より一部抜粋 

 

（２）都市環境の保全と都市景観の形成 

水辺によりヒートアイランド現象の緩和が図られることや、地下水の涵養につながるなど用 

水路は都市環境の保全につながり、また、用水路は美しい風格のある都市景観の形成につなが

ります。 

 

（３）都市防災機能の向上 

流水のある用水路は延焼防止として機能することに加え、震災時に消防用水利として利用で 

きるなど、都市防災機能の向上に役立ちます。 

 ※消防水利指定用水路…小川用水等４０箇所（令和６年３月現在） 

 

（４）やすらぎ・憩いの場の提供 

市は小川用水や野火止用水をはじめとする、市内を流れる用水路及び玉川上水によって、体

や心を休め、ゆったりとくつろげる場を提供しています。 
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 第２章 小平市の用水路 

１ 用水路の歴史 

小平市の所在する武蔵野台地は極めて水の乏しい土地であったため、江戸時代まで開拓の

手が入らず、無人の荒野のまま放置されていたものと考えられています。玉川上水は１６５３

年に四ツ谷大木戸まで開通し、翌年に江戸市中への飲料水供給が始まりました。１６５５年に

は玉川上水から分水された野火止用水が完成して、武蔵野の新田開発が進められました。 

小平の新田開発に係わる玉川上水からの分水は、１６５６年に小川用水が東小川橋付近か

ら開削された後、１６５７年に砂川用水が、１６９６年に田無用水が、１７２９年に野中用水・

大沼田用水が、１７３２年に関野用水が、１７３４年に鈴木用水が開削されました。こうして

小平の用水路は約８０年かけて現在の用水路の原型が形成されました。用水路はその目的が

生活用水であったため、街道に沿った短冊状の農家の屋敷内を横切るように流れていました。 

明治３（１８７０）年に、東京への水量を確保するため、分水口を１箇所にまとめることと

なり、現在の東京都水道局小平監視所がある場所に、新たな分水口が設けられました。そこか

ら新堀用水が一部をトンネル状の胎内堀として玉川上水に沿って開削され、各用水を接続し

て現在の用水路網が形成されました。 

これらの用水路は長い間、地域住民の生活に密接な係わりのある財産として守られてきま

したが、小平の発展とともに変貌していくこととなります。昭和４０（１９６５）年に淀橋浄

水場（新宿区）が活動停止したことにより、小平監視所から下流の玉川上水は流水が止まり、

続けて野火止用水も昭和４８（１９７３）年に水の供給が停止しました。 

その後、東京都の清流復活事業によって、野火止用水は昭和５９（１９８４）年に、玉川上

水は昭和６１（１９８６）年に多摩川上流水再生センター（昭島市）からの処理水により流水

が復活しました。 

一方、市内の用水路は、玉川上水からの取水量に制限があるため、流水のない水路が増えは

じめ、生活排水の流入による水質悪化も深刻となったことから、用水路としての機能が維持で

きていない箇所もある状況となりました。 

このような状況から、市民から関心や愛着が薄くなっていた用水路の歴史的文化遺産とし

ての価値を改めて確認し、親水・緑道等の整備を行うことで、公共の財産として次の世代に

継承していくため、「小平市用水路活用計画」を平成７（１９９５）年に策定しました。 

平成１３（２００１）年には、用水路の管理や占用等について定めた「小平市用水路条

例」を制定しました。その後、地方分権一括法により国有地であった用水路敷地が、平成１

３（２００１）年から平成１９（２００７）年にかけて市に譲与され、用水路の財産管理や

維持管理を市が行っています。 
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２ 用水路の年表 
 

1655 年 ・野火止用水を開削する。 

1656 年  ・小川用水を開削する。 

1657 年  ・砂川用水を開削する。 

1696 年 ・田無用水を開削する。 

1729 年 ・野中用水を開削する。 

1729 年 ・大沼田用水を開削する。 

1732 年 ・関野用水を開削する。 

1734 年 ・鈴木用水を開削する。 

1870 年 ・新堀用水を開削し、分水口を統合する。 

1889 年 
・東京市の発展にともない、東京市内に人口が密集するにつれ、給水の

問題が生じる。 

昭和初期 
・東京市民への水の供給が難しくなり、玉川上水から分水して田畑の灌

漑に使用している水の使用が禁止される。 

昭和 30 年代 
・住宅都市化が進行し、生活排水の流入を招くようになり、近隣住民か

ら暗渠化や護岸整備の要望が多くなる。 

昭和 40(1965)年 
・淀橋浄水場の活動停止により、都民の飲料水確保のため、小平分水か

らの取水量が一定量に制限される。 

昭和 41(1966)年 ・生産組合から用水路の管理が返上される。 

平成 7(1995)年 ・小平市用水路活用計画を策定する。 

平成 13(2001)年 ・小平市用水路条例を制定する。 

平成 13(2001)年 

～平成 19(2007)年 
・地方分権一括法による用水路の譲与を受ける。 

平成 20(2008)年 ・小平市用水路活用計画の一部を改定する。（活用区分の変更） 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「小川村地割図」（小川家文書）に見える短冊状の地割と用水路 



6 

 

３ 用水路の概要 

（１）用水路の概要 

   市内には市が管理する９つの用水路があります。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (注)各用水路延長を小数点第２位で四捨五入し集計しているため、端数に誤差あり。 

                   

用水路延長 令和５（２０２３）年３月現在 

 

  

No 名称 用水路延長 

（Km） 

境界確定延長 

（Km） 

用水路幅員 

代表幅員（m） 

親水整備・ 

緑道延長（m） 

１ 小川用水 17.0 15.5 3.6 2,103 

２ 新堀用水 6.1 2.6 1.8 284 

３ 鈴木用水 6.6 5.7 3.6 352 

４ 田無用水 3.5 2.8 3.6 310 

５ 大沼田用水 3.3 3.2 3.6 165 

６ 野中用水 3.1 3.1 3.6 56 

７ 砂川用水 3.5 3.5 1.8 667 

8 関野用水 0.9 0.9 4.5 0 

9 野火止用水 4.5 1.5 3.6 2,005 

合 計 (注)48.６ 38.8  5,942 
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（２）用水の流水について 

   玉川上水、野火止用水を除く市内の用水路は多摩川から取水した水が流れていますが、多

摩川の水は都民の飲料水となっているため、その流水量は一定の制限があり、市内全域の用

水路に水を流すことはできておりません。 

このことから、市では流水の確保に努め、新小平駅付近と津田塾大学付近で、JR 武蔵野

線トンネル湧水の一部を用水路に放流しています。 

   ※小平監視所より下流の玉川上水、野火止用水は、昭島市にある多摩川上流水再生センタ

ーより高度処理水（再生水）を活用して放流されています。 

 

  

   （参考）武蔵野線トンネル湧水とは 

       JR 武蔵野線の市内の区間は地下を通過しており、大雨の後にはトンネル内から湧水 

が生じています。市では湧水を市内用水路に放流することについて、東日本旅客鉄道株 

式会社と協定を結び、平成２３年度に新小平駅付近の小川用水で、令和３年度に津田塾 

大学付近の新堀用水で活用をしています。 

 

 

 

 

  

 

 

        新小平駅付近の放流箇所           津田塾大学付近の放流箇所 

※どちらも蓋がけされた箇所の内部で放流しています。 

 

流水のない箇所 

地下水放流箇所 
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（３）小平市の用水路の特徴 

①環境用水としての活用 

水の乏しい小平では基本的には稲作が行われていなかったことから、用水路は生活用水

として使われていました。水道や下水道などの施設が整った現代では、用水路は「環境用

水（注）」としての役割で市内を潤しており、水辺環境の少ない小平市において重要な資源と

なっています。 

  （注）環境用水：水質、親水空間、生活環境又は自然環境の維持、改善等を図ることを目

的とした用水 

 

②素掘りの用水路 

小平市の用水路は素掘りで掘削した用水路が多く残っており、自然的な景観が形成されてい

ます。また、法面保護のため、簡易的な護岸をした箇所においても用水路底面はそのままの形

を残しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③母屋の裏手に用水が流れている 

用水路の位置取りについても特徴的

な利用が確認されます。 

青梅街道に接した位置に母屋、土蔵

があり、その裏手に用水路が流れ、畑

へとつながる短冊状の土地利用が図ら

れています。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

                                                        

イメージ図    
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（４）用水路ごとの概要 

① 小川用水 

  概要：小川用水は全長約１７．０ｋｍ、全域で流水があり、また、他の用水路と比較し分岐

も少なく、概ね安定した流水が維持できています。小川用水は、小平の新田開発に寄

与した最も古い用水路であり、農家の裏地を流れている箇所が多くあります。小川用

水は、素掘りの形状もしくは鋼板による簡易的な護岸が多い状況です。 

  場所：立川通りの小川橋から青梅街道沿いに市内の中心部を流れ北東部へ流下しています。 

      また、道路に沿って親水緑道整備を実施した箇所が多く、あじさい公園などの用水路

を活かした公園もあります。   

 

  

 

 

 

        小川用水位置図               小川用水の親水整備エリア          

 

 

 

    （参考）伏せ越しによって造られた水路 

        あじさい公園東側、回田道に面した地点に、小川用水の水が地下から湧いている場 

所があります。この場所には、小川用水が天神町にある窪地を抜けるために考えられ 

た知恵が詰まっています。 

小川用水は、青梅街道の天神町交差点付近から北へ向かい、地下水路となってあじ 

     さい公園南東で湧き出しています。これは、「伏せ越し」という工法で土地の高低差 

による自然の水圧を利用した仕組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市報 2019.4.20 号より抜粋 
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② 新堀用水 

  概要：新堀用水は全長約６．１ｋｍ、全域で流水があり、概ね安定した流水が維持できてい

ます。新堀用水は、玉川上水に沿って流れていることから、人目に付きやすい用水路

になります。用水路の上流部は貴重なトンネル状の胎内堀が多く残っています。新堀

用水は、素掘りの形状が多く残り、一部区間では石積による護岸になっています。 

場所：中島町西端の玉川上水から分水し、小川橋を経由し、玉川上水の北側を平行して流下

し、関東管区警察学校南側付近で田無用水と鈴木用水に分水しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新堀用水位置図               石積護岸で造られた部分 

 

 

    （参考）胎内堀とは 

       明治３（1870）年に玉川上水から各用水路へ水を引き込むための８か所の分水口を 

新堀用水１箇所にする際、深く掘った用水路とすることが難しかったため、地上から複 

数の縦穴を掘り、その間を横に掘ったトンネルで結んだ地下を流れる用水路です。 

新堀用水の上流部に位置し、玉川上水の分水口から胎内堀の出口までの約 900ｍあり 

ます。現在でも当時の作業用に掘った縦穴が残ります。 

 

 

 

 

 

 

 

       胎内堀施工時のイメージ（昔と今）                 胎内堀縦穴 

     

     

                        

  



11 

 

③ 鈴木用水 

概要：鈴木用水は全長約６．６ｋｍ、新小金井街道付近まで流水があり、多摩川からの取水

量や武蔵野線地下水の状況等により、鈴木中通り付近まで流れる場合があります。鈴

木用水は、素掘りの形状もしくは鋼板による簡易的な護岸が多い状況です。 

場所：喜平町の関東管区警察学校南側付近で新堀用水から分水され、新小金井街道付近で 

鈴木街道の南北に位置した２系統に分岐し、南側の用水路の末端は石神井川に接続さ

れています。小金井街道から東側の部分には、整備された大門橋緑道があります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 鈴木用水位置図                大門橋緑道 

  

 ④ 田無用水 

 概要：田無用水は全長約３．５ｋｍ、流水は鈴木用水と同様に、新小金井街道付近まで確

認でき、多摩川からの取水量や武蔵野線地下水の状況等により、鈴木中通り付近ま

で流れる場合があります。田無用水は、素掘りの形状もしくは鋼板による簡易的な

護岸が多い状況です。 

場所：喜平町の関東管区警察学校南側付近で新堀用水から分水され、鈴木小学校北付近を

経由して花小金井駅東側方面へ向かっています。氷川通りには、歩道内に整備され

た用水路があります。 

      田無用水位置図            歩道内に用水がある氷川通り 
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⑤ 大沼田用水 

    概要：大沼田用水は全長３．３ｋｍ、全域で流水があり、概ね安定した流水が維持できて

います。大沼田用水については、イメージ図のように土手を作り、その上に用水を

流している特徴のある用水路であり、「天井用水」とも呼ばれ、貴重なものとなっ

ています。  

場所：小平団地東側付近で鈴木用水から分水され、小平ふるさと村西側付近を経由して市

内の北東部を流れています。 

 

 

大沼田用水位置図             天井用水イメージ図 

 

 

⑥ 野中用水 

概要：野中用水は全長３．１ｋｍ、令和２年度時点ではほぼ全域で流水が無い状況でした

が、武蔵野線地下水の活用により、上流部の一部で流水があります。青梅街道に近接

した位置に用水路がありますが、大部分は暗渠化されています。 

   野中用水は、コンクリートまたは鋼板での護岸が多い状況です。 

場所：青梅街道の天神町交差点東側付近で大沼田用水から分水され、青梅街道沿いを西から

東へ流れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野中用水位置図                花６親水公園 
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⑦ 砂川用水 

概要：砂川用水は立川市にある松中橋にて玉川上水から取水しており、立川市、国分寺市を

経由して市内に流入しています。市内区間の用水路延長は３．５ｋｍであり、流水は

安定しておらず途絶えることもありますが、国分寺街道付近まで流れていることが多

い状況です。用水路の幅員が１間（１．８２ｍ）と狭く、十分な土上げ敷地が確保で

きない用水路です。 

場所：五日市街道の上水本町交差点南西部付近から市内に流下しています。市内では、五日

市街道に沿って西から東へと流れており、道路脇に用水路がある形態が多く、市民が

用水路を身近に感じ取り易い用水路であります。上水本町２丁目には、用水路の水を

活用したビオトープが整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂川用水位置図              上水本町ビオトープ 

 

⑧ 関野用水 

概要：関野用水は全長０．９ｋｍ、現在水は流れておらず雨水排水のための在来管が埋設さ

れており、通行者の便利道として使われています。関野用水付近の東西道路は五日市

街道のみであり、歩道が設置されていないため、地域の中での関野用水の役割は大き

く、一部緑道として整備を行っています。 

場所：新小金井街道の茜屋橋付近から東に向って五日市街道の北側に位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関野用水位置図                 関野用水 
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⑨ 野火止用水 

概要：野火止用水は江戸時代、松平伊豆守信綱の手によりつくられ 300 年以上もの間、生

活用水・灌漑（かんがい）用水（注）として利用されていました。昭和 48 年 に玉川

上水からの分水が停止された後、東京都は清流復活事業を計画し、昭和 59 年から下

水高度処理水を放流しています。 

野火止用水は立川市から埼玉県志木市に至る総延長約２４ｋｍの用水であり、沿線

各市において日常管理がなされて、多くの関係自治体により保全がなされています。  

また、歴史環境保全地域に指定されていることから“用水路を原型のまま保全する

こと”を基本とし、隣接樹林地は“明るい雑木林として保全する”方針としていま

す。  

市内部分は全長４．５ｋｍ、玉川上水を含めグリーンロードを構成しており、多く

の利用者の散策路となっています。 

用水路の状態については、法面が崩落もしくは崩落する可能性が高い箇所が多く、

全体的に法面の保護の検討をする必要があります。 

   （注）灌漑（かんがい）用水：水路を作って田畑に必要な水を引き、土地を潤すため

の用水 

場所：小平市の西端から立川市、東大和市、東村山市の市境を流れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野火止用水位置図             野火止用水（ほのぼの橋付近） 

 

 

 （参考）野火止用水保全対策協議会について 

 東京都内の小平市を含む野火止用水の流域６市（立川市、東大和市、東村山市、東久 

留米市、清瀬市及び小平市）は、野火止用水の歴史環境保全等の促進を図ることを目的 

に必要な協議、調整を行うため、野火止用水保全対策協議会を設置したのち、平成１９ 

（２００７）年３月３０日に国から野火止用水の譲与を受けました。 
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第３章 用水路に関する取組 

１ 整備・修繕工事 

（１）親水・緑道整備工事 

    道路沿いや公共施設に面した箇所において、用水路を身近に水辺を感じられる施設として親

水・緑道整備工事を実施しています。この整備工事は、活用計画に基づき、順次実施してまい

りました。現在、その箇所は１９箇所となり市内全域で確認できるようになりました。 

   

親水整備箇所一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑道整備箇所一覧 

 

 

 

                           

  

No 名称 用水路 場所 

１ 彫刻の谷緑道 小川用水 小川町１丁目 371 番地～422 番地（立川通り沿い） 

２ つたかべの径 小川用水 小川町 2 丁目 1949 番地（新小平駅東側） 

３ 百日紅の小径 小川用水 美園町 3 丁目 18 番～19 番 

４ やすらぎの小径 小川用水 仲町 258 番地～291 番地付近 

５ 花の小径 小川用水 大沼町 2 丁目 5 番～10 番付近 

６ あじさいの小径 小川用水 美園町 1 丁目 25 番（あじさい公園） 

７ 大門橋緑道 鈴木用水 花小金井南町 2 丁目 17 番付近（せいぶ通りに接道）  

8 清風親水エリア 小川用水 美園町 2 丁目 17 番（清風公園東側） 

9 回田水門緑道 大沼田用水 回田町 85 番地 

10 あかしあの水路 小川用水 仲町 421 番地～442 番地（あかしあ通りに接道） 

11 魁の流れ 小川用水 小川町 1 丁目 308 番地～310 番地（青梅街道沿い） 

12 テラスの小庭 小川用水 仲町１４５番地 

13 ハッピーとんぼ池 小川用水 仲町５２１番地 

14 八雲せせらぎ水辺 小川用水 小川町 1 丁目 2571 番地 

15 木もれ日の径 新堀用水 津田町 1 丁目 1 番付近（中央公園南西） 

16 胎内堀 新堀用水 中島町３１番地付近 

No 名称 用水路 場所 

１ 上鈴木緑道 砂川用水 上水本町 1 丁目 28 番付近 

２ 二ツ塚緑道 砂川用水 上水本町 2 丁目 8 番付近 

３ 鎌倉橋エリア 新堀用水 津田町 2 丁目 1 番付近（津田塾大学南側） 
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（２）胎内堀保全工事、法面補強工事 

① 胎内堀保全工事 

胎内堀は、用水路開拓時の技術を物語る大変貴重な土木遺産でありますが、現在各所で保全

工事が必要になってきています。市では平成３０年度から令和元年度に渡って、中島町３１番

先において、保全工事を行いました。また、この工事に併せて新堀用水法面を一部補強しまし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

     胎内堀補強工事              新堀用水の法面補強工事  

 

② 法面補強工事 

野火止用水は歴史環境保全地域に指定されており、用水路は“原型のまま保全すること” 

を基本として管理を行っています。新堀用水は史跡玉川上水に隣接しており、景観に配慮す

る必要があります。市では緊急度の高い箇所について、部分的に法面を修繕していますが、

全体的な補強工事が必要になってきています。 

 

（３）修繕工事 

小平市の用水路において、簡易的な鋼板で護岸保護がなされている箇所の多くで劣化によ

る腐食が進行しています。また、木柵で親水整備を実施してきた箇所でも腐食が散見される

ようになりました。また、土圧による護岸の倒れなどもあります。 

市ではこれらの箇所の修繕を緊急性の高い箇所から随時実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

        

親水整備した箇所の劣化状況 （施工前）    親水整備した箇所の修繕状況（施工後） 
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２ 維持管理 

（１）植生管理 

小平市の用水路敷には親水・緑道整備によって、計画的に植えた多様な樹木があります。

樹木は一定の剪定がなされることで、優れた景観を保ち、安全な状態を維持することができ

ることから、市では毎年剪定作業を行っています。 

また、鳥や風などが種を運んで自然に発芽して生育した木のことを、実生木（みしょうぼ

く）と言いますが、この木については景観の維持管理や安全のために隣接者と相談し、伐採

作業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

実生木（シュロ）伐採前           実生木（シュロ）伐採後  
 

（２）流水管理（スクリーン清掃、浚渫（しゅんせつ） 等） 

流水の管理として、市内各所に設置しているスクリーンの清掃、堆積した土砂の浚渫、分

岐箇所において水門調整などを実施しています。市内の用水路の暗渠となっている箇所は、

小さな断面で造られた箇所も多いことから、詰まらないよう定期的なスクリーン清掃を行っ

ているほか、開渠となっている部分、暗渠となっている部分共に土砂を浚渫しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

    スクリーン清掃状況              分岐箇所の水門 

 

 

 

 

 

 

 

       浚渫前                   浚渫後 
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また、胎内堀は下図のように土砂が堆積し詰まりやすい構造であるため、定期的な土砂浚渫

が必要になります。 

 

                         

 

 

胎内堀土砂詰まりイメージ 
 

 

３ 土地の管理 

（１）用水路占用 

用水路占用とは、宅地への通行のために橋を設置することや、ライフライン（水道等）を

引込む目的で水路敷地を横断して使用することです。 

市では、流水を適正に流すことや、一定の景観が保たれるよう、「小平市用水路条例」に基

づき基準を定めており、その基準に合致するものを許可し、占用料を徴収しています。         

 

（２）土地の境界管理 

用水路と用水路に接する土地の境界について

は、敷地を適正に利用するためにも境界確定が必

要となります。市では、未確定の箇所については

隣接土地所有者との協議のうえ、確定行為を進め

ています。 

また右図のように、現況と公図が一致していな

い箇所や家屋等が用水路境界より越境している箇

所については、土地の交換等、土地所有者と継続

的に協議を行っています。 

現況と公図のずれのイメージ図 

（３）廃滅水路敷地の売払い 

活用計画で「売払い」と定めた土地については、隣接土地所有者と交渉のうえ、順次売払

い手続きを進めています。 
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４ 市民との協働による取組 

（１）沼さらい（清掃） 

沼さらい（清掃）とは、用水路の水を止めて、

溜まった泥（沼）やごみを取り除くことと用水路

の雑草刈りをすることであり、毎年５月に自治会

やＪＡ東京むさし農業協同組合などの協力によっ

て行われています。 

伝統的に続いているこの沼さらいを行うこと

で安定した流水を確保することができるため、用

水路維持に大切な行事となっています。           沼さらいの状況 

 

（２）花いっぱい運動（花壇部分の花植え） 

市では、緑化意識の向上及びまちの景観向上を

推進するため、「花いっぱい運動」を実施していま

す。用水路では、魁の流れ、ハッピーとんぼ池に

おいて、毎年、ボランティアの方と一緒に花植え

を行っています。 

なお、令和２年度から、市民が主体的に活動し

ていただき、大門橋緑道においても花植えを行っ

ています。                      魁の流れでの花植え状況                                       

 

（３）野火止用水の清掃活動 

野火止用水隣接５市と連携し、美しい野火止用水

を維持するため、毎年１２月に野火止用水沿いの松

の木通り周辺でごみ拾いをしています。 

その他、令和元年度においては、市民が中心とな

って用水路内のごみを拾うイベントを実施してい

ただきました。市では今後もこのようなイベントが

実施できるよう支援してまいります。 

野火止用水クリーンデーの状況 
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５ 広報・その他に関する取組 

（１）用水路名称柱・案内看板の設置 

小平市の用水路では、用水路の名称を伝える名称柱や案内看板を設置しています。 

平成２９年度には、用水路愛称のある箇所を中心に用水路名称柱を市内各所で設置しまし

た。令和元年度には新堀用水胎内堀工事に併せて、胎内堀の歴史とその保全を伝える看板を

設置しました。 

  

 

 

 

 

 

 

用水路名称柱                   胎内堀案内看板 

 

（２）なるほど出前講座 デリバリーこだいら 

市の取組みや暮らしに役立つ情報などについて、職員が出向き、説明を行う、なるほど出

前講座（デリバリーこだいら）を行っています。その講座メニューの“こだいらの用水路を

知ろう”で用水路の歴史や現況などを説明しています。 

 

（３）生き物調査・観察会 

平成３０年度、令和元年度に、用水路に生息する生き物を周知するため、上宿小学校を対

象に観察会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

生き物調査に併せた生き物見学会     上宿小学校児童よりいただいたもの 
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６ 用水路に関して活動している団体の取組 

（１）看板の寄付・設置 

小平市の用水路では、環境団体等からいただいた看板が各所で設置してあります。 

写真①の看板は、平成２８年度に小川用水の魁の流れ、グリーンロード親水公園の２箇所

に設置しており、用水路の名称を伝える重要な看板となっています。 

写真②の看板は、令和２年度に小川用水の魁の流れ、新堀用水の木もれ日の径の２箇所に

設置しており、用水路に生息する生き物を伝える重要な看板となっています。 

   写真③の看板は、令和４年度から、こだいら観光まちづくり協会（以下「観光協会」とい

う。）が各用水路の簡単な歴史を記載し、親しんでもらうため、市内各所に設置をしているも

のです。 

 

 

 

 

 

 

        用水路名称看板①              用水路に生息する生き物看板② 

 

 

 

 

 

                             各用水路の概要看板③                        

（２）講座の実施 

学習支援地域組織の皆さんが用水路の歴史や生息している生き物についての講座を実施し

ています。 

 

（３）ウォーキングマップの作成、観光ガイドの実施 

健康推進課においてみどころたくさんの「小平市ウォーキングマップ」を作成しています。

観光協会では「小平まち巡りコースＭＡＰ」を発行しており、用水を満喫するコースを紹介

しているほか、「まち巡りガイドツアー」の中で、用水について説明しています。 

 

 

 

 

「小平市ウォーキングマップ」より抜粋 

                        ※その他のルートにおいても、   

用水路の見どころが掲載されています。         
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７ 小平市用水路活用計画の成果 

活用計画では、以下４つの基本的考え方を設定していました。 

１ 地域住民と用水路の関わりを豊かにし、公共の財産として次の世代に継承する。 

２ 水と緑のネットワークを形成する。 

３ 用水路の本来の姿を保全・再生する。 

４ 地域の特性を生かす。 

これらの考え方に基づき、水辺空間の創出を図るため、流水確保の取組や親水整備を実施して

きました。 

 

（１）親水整備の実施 

小平市の用水路では１９箇所の整備を実施し、実現可能な整備できる箇所については概ね

完了しました。 

また、活用計画では「モデル整備計画」として、“先行して整備することが望ましい区

間”を３箇所掲げていました。そのモデル区間に対する検討は以下のとおりです。 

① 田無用水（鈴木地域センター周辺） 

新小金井街道から８小通り付近までを緑道として整備する計画でありましたが、緑道整

備には隣接住民の十分な理解が必要であり、実施は困難であると判断しました。 

② 砂川用水（１０小周辺） 

１０小通りから市役所西通りまでを緑道として整備する計画でありましたが、砂川用水

の幅員が１．８２ｍであり、十分な幅員がとれないことから実施は困難であると判断しま

した。しかし、市立小平第１０小学校に接した箇所であることから、一部の区間について

は今後も整備を検討していく必要があります。 

③ 小川用水（７小周辺） 

回田道から７小通り付近までを緑道として整備する計画があり、緑道整備には雨水排水

をするための公共雨水管の整備が必要でした。市では令和４年度から公共雨水管の整備を

実施しており、併せて緑道整備についても整備を検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備イメージ 
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（２）更なる水源の確保 

活用計画において、“用水路の流水復活と再生”を掲げており、その方法として、東京都に

対して更なる流水の確保を要望することに加え、地下水の活用などが掲げられています。 

市ではこれまで、地下水活用の取組を進めてきた結果、平成２３年度に小川用水に、令和

３年度に新堀用水に放流することができました。 

 

（３）適切な用水路敷地の保全と売払い 

活用計画において、用水路は保全を基本とし、歩道の幅員を十分に確保できない場所などの

理由がある箇所で、道路や下水道用地としての活用をしています。この活用に関する区分を定

め、今まで適切に管理を行ってきたことにより、用水路の大部分は今でも開渠のまま残すこと

ができました。 

また、平成１９年度には、物理的に連続しておらず、今後も水を流すことのできない区間を

売却する区分に定めました。売却する用水路については、延長約２．７ｋｍ、面積で約７，５

００㎡について売払いする箇所と定め、令和５（２０２３）年３月現在、対象面積のうち約６

４％の売払いを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用水路活用区分 
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第４章 小平市の用水路の現状と課題 

１ 用水路に関する市民意向の確認 

（１）用水路の在り方に関する意見交換会 

令和 3 年度には、沼さらいを実施していただいている自治会及びＪＡ東京むさし農業協同

組合と用水路の在り方に関して意見交換会を実施しました。 

〇実施期間：令和 3（２０２１）年 10 月 18 日～令和 3 年 12 月 17 日 

〇場  所：公民館、地域センター 

〇回  数：全 20 回 

〇参 加 者：計７９人 

※沼さらい実施団体毎に意見交換会を実施しました。        

 

主な意見としては以下のとおりです。 

  〇流水のある地域（小川用水、新堀用水、大沼田用水、田無用水（一部）） 

   ・用水路を極力今のまま残してほしい。 

・整備にあたり統一感をもって整備してほしい。 

  〇流水のないエリアが存在する地域（野中用水、鈴木用水、田無用水（一部）） 

・水が流れてこそ用水路である。流すにあたり集約してもかまわないので、下流部地域

にも届くようにしてほしい。 

   ・用水路を隣接者に払い下げした方がよい。  

 

〇共通意見 

・宅地の裏手に流れる用水路部分を緑道として整備することは求めていない。 

・昔に比べて水量が少ない。増やせるのであれば増やしてほしい。 

  ・用水路に関する広報活動、教育に活かした活動が重要である。 

・ゴミの不法投棄が多く、用水路の隣接者はその除去作業が大変である。 

・ゴミ問題の解決にあたり、修繕、清掃、広報活動が重要である。 

・カモ、ホタルなどを見かける時に用水路の良さを改めて感じる。 

・沼さらいは地域で集まる数少ないイベントになっている。 

・他部署との連携が足りない。 

 

 

 

 

 

 

         実施状況１                 実施状況２ 

  



26 

 

（２）市内用水路に関するアンケート調査（第１回、第２回） 

①第１回アンケート調査 

用水路沼さらいに参加していただいている地域から、用水路近接者の立場としての意見

を聴取するためにアンケートを実施しました。 

〇実施期間：令和 3 年 10 月 18 日～令和４年 1 月３１日 

〇配布範囲：沼さらいを実施している団体 

〇配布枚数：４３１枚 

〇回収枚数：２５５枚（回収率５９％） 

 

（アンケート調査まとめ） 

・回答者の 7 割程度が「60 代」、「70 代」であることから、昔から用水路と共に生活

をしていた高齢者の意見が特性として表れています。 

・護岸、植生管理、清掃による維持管理の状態については、「良好」と「十分ではな

い」の意見が概ね同数の回答をしています。 

・今後の取組について何を重要するかについて、「整備を続ける方が良い」と「維持管

理重視」が共に４割程度回答していることから、これまでのような整備は求められて

いる一方、維持管理も同時に進めていく必要があります。 

・水の流れていない東部地域の在り方について、３割程度が「現状維持」と回答してい

る一方で、「隣接者への売払い」が 2 割程度あることから、用水路の在り方について 

 検討していく必要があります。 

 

②第２回アンケート調査 

１８歳以上の市民１，０００人に対し、無作為にアンケートを郵送し、用水路の認知度

や諸課題についてのアンケートを実施しました。 

〇実施期間：令和４年 10 月２０日～令和４年１１月３０日 

〇配布範囲：１８歳以上の市民 

〇配布枚数：１，０００枚 

〇回収枚数：２５８枚（回収率２６％） 

 

（アンケート調査まとめ） 

・用水路の認識度については、用水路の変遷を“知らない”人が約６割、また、用水路

を“全く知らない”人が約１割となりました。また、若い世代や小平居住歴が短いほ

ど用水路の認識が低い結果となりました。 

・流水のない東部地域の用水路の在り方については、多くの人から保全・活用などの回

答をいただきました。 

・自由意見では、“災害時の活用”、“子どもが遊べる空間の整備”などの回答をいただ

きました。 
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（３）環境団体、有識者へのヒアリング 

用水路に関する活動をしている団体・協会に対して意見交換会を実施しました。 

〇実施期間：令和 3 年 12 月 8 日～令和４年２月３日 

〇場  所：中央公民館、福祉会館 

〇回  数：全３回 

〇団体・協会：観光協会、こだいら水と緑の会、学習支援地域組織スタッフ 

〇参 加 者：計２３人 

〇主な意見 

・整備よりも、ガイドツアーのルートや人通りの多い箇所に、案内看板の設置、市報な

どの広報に関する取組が必要である。 

・庁内関連部署、市民、ボランティアなどが一丸となって維持管理を行う体制が必要。 

・生物多様性の視点をもって用水路を管理してもらいたい。 

・できるだけ昔の状態に近づけるよう整備、修繕を行ってもらいたい。 

 

（４）地域懇談会 

今後の用水路における維持管理や活用方法について、市民から直接意見を伺うため、市内

６ヶ所で地域懇談会を実施しました。 

〇実施期間：令和４年 1２月４日～令和４年 12 月 1４日 

〇場  所：上宿公民館、中央公民館、天神地域センター、鈴木公民館、上水南公民館、 

大沼公民館 

〇回  数：全６回 

〇参 加 者：計２３人 

〇主な意見 

    ・古くから住んでいる市民は知っているが子どもたちは知らない。学校等において子ど 

もたちへの周知が必要である。 

・看板が少ない。市民に周知できるような看板をもっと設置すべき。 

・近隣住民や企業をどう巻き込んで維持管理をしていくかが大切。 

・小平市の魅力の１つであるために大切にしてほしい。 

 

 

 

          

 

 

 

実施状況１                 実施状況２ 
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（参考）小平市のみどりに関するアンケート調査 

令和元年度に実施した「小平市のみどりに関するアンケート調査」では、以下のような結果

が出ています。 

 

◆調査結果（抜粋） 

 

 

用水路の保全に対する考え方 

小平市内には多くの用水路があり、市では用水路を大切な環境資源として位置づけておりま 

す。用水路の総延長は約４８．９km となっており、このうち約３３km において現在も水が流

れています。小平市の用水路を保全していくにあたり、限られた予算のなかでは、維持管理や

更なる流水の確保などの課題があります。あなたは、用水路を継続して保全していくためには、

どのような考え方で進めていくことがよいと思いますか。 

 

・用水路に関しては、約半数（４９．０％）が「全ての用水路を保全する」と回答してお

り、これに「流水のある用水路のみ保全し、流水のない用水路を売却することを検討する

（３７．７％）」が続いています。 

  

84.8%

53.0%

41.7%

40.4%

23.8%

17.2%

9.3%

8.6%

6.6%

2.0%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

小平ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞ（玉川上水等）

雑木林などの樹林地

畑などの農地

用水路沿いの林や草地

街路樹や並木

学校・公園等の大木

屋敷林

個人住宅の庭木

生垣

その他

団地やマンションなどの周囲

問２ 小平市の自然環境の良い点

全ての用水路を

保全する49.0%
流水のある用水路

を保全し、流水のな

い用水路は売却を

検討 37.7%

代表的な用水路のみ

保全その他の用水路

は売却を検討 8.6%

その他2.6% 無回答 2.0%

問９ 用水路の保全に関する考え方
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２ 用水路に関する支出 

用水路に関する支出については、整備、修繕、維持管理（流水管理、緑管理）及び市民協働等

に関する予算に分けることができます。 

 これらの支出の推移は以下のとおりで、過去５年分を平均すると１年当り約８,７００万円と

なります。なお、本支出では、用水管理において必要となる測量費用等については除外していま

す。 

 

 整備工事については、平成３０年及び令和元年度に新堀用水のり面（胎内堀り）工事を行いま

した。なお、令和２年度以降については、武蔵野線トンネル湧水活用に向けた整備工事を実施し

ていますが、修繕費にて実施しているため、令和２年度からの修繕費が増額しています。 

また、維持管理に関する予算における、①環境整備はスクリーン清掃、草刈りであり、②植生

管理は親水整備箇所の樹木剪定、その他の箇所の剪定・伐採であり、③浚渫費用は暗渠となって

いる箇所の浚渫であり、④清掃は親水整備箇所と新堀用水敷地の清掃であります。これらに関す

る支出の推移は以下のとおりで、過去５年分を平均すると１年当り約４,７００万円となります。 

13,434 12,398 
28,798 29,296 23,497 

42,998 42,709 

47,032 53,595 
48,441 

49,121 
30,593 

5,004 

4,988 
4,640 
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用水路の整備・維持管理に関する支出
修繕費 維持管理 整備工事 協働（沼さらい） 合計

5,400 5,610 10,239 7,056 6,612 

17,793 18,564 
19,998 20,790 24,750 

16,319 14,798 
13,015 21,881 13,174 

3,486 3,737 
3,780 

3,868 
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
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（千円）

用水路の維持管理に関する支出

浚渫 環境整備 植生管理 清掃 合計



30 

 

３ 用水路に関する収入 

用水路に関する収入については、①用水路占用による収入、②用水路敷地売払いによる収入に

分けることができます。 

 全体の推移は以下のとおりで、過去５年分を平均すると約１，７００万円となります。用水路

占用料については、今後も少しずつ占用料が増加することが見込まれますが、売払いについては

対象箇所が減っていくため、減少していくことが見込まれます。 

 

 

 

４ 用水路に関する課題 

 

（１）新たに親水できるスポットの整備 

活用計画で行ってきた親水整備により、用水路を身近に感じとれるスポットは増えました

が、水辺に近づける施設がないエリアがあります。小川用水においては、美大通りから仲町

通りまで、砂川用水においてはビオトープ公園より東側区間、鈴木用水及び田無用水の全域

で親水できる箇所がありません。部分的にでも水辺に近づき、親水できる整備が必要です。 

 

（２）水源の確保が難しい市内東部地域の用水路の在り方検討 

花小金井、花小金井南町地区及び鈴木町の一部地区では、流水のない状態が続き、用水路

が荒廃しています。市内全域に行き渡らせる流水の確保は非常に困難であり、用水路の在り

方を改めて検討する必要があります。 

 

（３）生物多様性に配慮した空間・環境造り 

多摩川からの水を直接引込んでいる用水路内には、多様な生き物が生息できる場所です。

整備にあたっては、生物多様性に配慮した空間・環境づくりの検討が必要となります。 

3,733 3,743 3,844 3,854 3,867 

11,261 
17,241 

9,630 
5,427 

24,638 
14,994 

20,984 

13,474 

9,281 

28,505 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

（千円）

用水路に関する収入
占用料 売払い 合計
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（４）景観に配慮した維持管理 

小平の用水路は素掘りで残っている箇所が多く、用水路周辺の農地を含めて小平の郷土的

景観を提供している場所となります。これまでの維持管理においては、統一的な整備ができ

ていない状況がありました。未来に残していく施設として景観に配慮して維持・復元を行う

必要があります。 

 

（５）持続可能な用水路管理 

小平市の用水路の護岸は鋼板で施工している事例が多く、現在、その多くは腐食が進行し

ており、土砂の流出が散見される状況です。また、活用計画で施工した親水整備の箇所にお

いても、自然的な素材を選定していることから、その耐用年数は短く、既に更新が必要にな

っています。近年の厳しい財政状況の中でも、予算、生物多様性及び景観などのバランスを

考慮し、持続可能な用水路を維持することが必要です。 

 

（６）新堀用水胎内堀や、野火止用水法面など長期的な保全対応の検討 

歴史的な土木技術を物語る新堀用水の胎内堀や、歴史景観保全地域に指定されている野火

止用水の法面は長期的に保全していくため、計画的に調査・改修を行う必要があります。 

 

（７）巨木化した樹木の計画的な管理 

市内の用水路内における、巨木化した樹木の一部には老朽化している状態が確認されます。 

  将来的な倒木等を未然に防ぐため、計画的な管理が必要となります。 

 

（８）小平の用水路に対する広報の推進 

   野火止用水や玉川上水に比べ、小川用水等の市内用水路について、十分に知られていない

状況があります。小平の開拓のきっかけとなった用水路について多様な広報活動が必要とな

ります。 

  

（９）用水路を活かした取組の推進 

   小平市の魅力の一つでもある用水路を、より多くの市民に知っていただくために、用水路 

に親しんでもらえる取組を検討していく必要があります。 

 

（１０）沼さらい等の協働作業の新たな担い手の確保 

小平市の用水路は、過去に隣接する市民が生活用水として使っていたため、日常的な草刈

りなど、多くの管理を市民が自主的に行っていただいています。年に一度行う「沼さらい」

のイベントにおいても、多くの方が清掃作業に参加していただいている状況でありますが、

年々高齢化に伴い、作業が困難になってきている状況です。新たな担い手の確保について検

討する必要があります。 
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用水路が目指すべき将来像  

【用水路がつなげていくまち小平】 

第５章 小平市の用水路の将来像 

１ 将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平市の用水路は、かつて生活用水として使われていた背景があり、今でも当時から用水

路沿いに住んでいる人を中心に維持管理にご協力をいただいています。伝統的に続いている

沼さらいは、少なくなった地域のつながりをもたらしています。 

また、用水路は市内全域にわたっており、水とみどりがつながる空間が用水路によりもた

らされていることを感じとれます。さらに、この空間は、市民と市外の人をつないでいるも

のでもあります。 

このように、小平の用水路は過去と現在、人と人との関係性といった多様な“つながり”

をもたらしてくれます。このことから、管理方針における用水路の将来像を、“用水路がつな

げていくまち小平”と設定します。 

管理方針では３つの基本方針を掲げ、各種の施策を講じることで将来像を実現します。 

 

方針１ ま ち づ く り：用水路を活かしたまちづくりを展開し、用水路との関わりを豊

かにする。 

方針２ 維 持 管 理：質の高い、持続可能な公共財産として次の世代に引き継ぐ。 

方針３ 広 報 ・ 協 働：用水路を知る、用水路に関わるひとを増やす。 
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２ 将来像を実現するための基本方針 

管理方針では、以下３つの基本方針を実現するための施策・取組を進めていきます。 

                   

（方針１）まちづくり     

用水路を活かしたまちづくりを展開し、用水路との関わりを豊かにする 
 

（施策１）水辺を活かした空間整備の推進 

取組１ 水辺に親しめる空間の確保 

取組２ 生き物に配慮した空間整備と周知 

取組３ 用水路の更なる水量の確保 

（施策２）他の公共施設と一体化した整備の促進 

取組４ 開発指導における事業者との協議 
取組５ 他の公共施設との一体化を目指す庁内調整 
取組６ 既存公園と用水路との一体化 

 

 

（方針２）維持管理  

質の高い、持続可能な公共財産として次の世代に引き継ぐ  
 

（施策１）景観に配慮した維持管理 

取組７ 景観に配慮した維持管理 

取組８ 用水路脇の緑化の推進 

（施策２）計画的な維持管理の推進 

取組９ 用水路修繕 
取組１０ 過去に整備した親水・緑道箇所の更新または修繕 

取組１１ 野火止用水、新堀用水法面等の長期的な更新または修繕 

取組１２ 胎内堀の点検 

取組１３ 巨木化した樹木、実生木の処理 

（施策３）用水路活用に関する計画の推進 

取組１４ 用水路活用区分の再検討 

取組１５ 重点的に検討する区間の用水路の在り方の検討 

（施策４）コスト削減、財源確保の取組 

取組１６ ライフサイクルコストの低い製品の使用 

取組１７ 適正な占用料の徴収 

取組１８ 売却とした箇所の売払い 
取組１９ 国や東京都の補助金等の活用 
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（方針３）広報、協働 

用水路を知る、用水路に関わるひとを増やす  
 

（施策１）多様な情報の発信による広報の充実 

取組２０ 案内看板の設置 

取組２１ 広報の充実 

取組２２ なるほど出前講座 デリバリーこだいらの継続的実施 

取組２３ 用水路に関するイベントの開催 

（施策２）ふれあい・学び・体験の場の提供 

取組２４ 身近な場所での花植え活動の推進 

取組２５ 生き物調査に併せた見学会の実施 

取組２６ 教育現場との連携 

（施策３）沼さらいをはじめとした市民協働の推進 

取組２７ 沼さらい清掃の継続的な実施 

取組２８ 市民協働による清掃活用などの実施 
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３ 方針１ 用水路を活かしたまちづくりを展開し、用水路との関わりを豊かにする 

活用計画における基本的な考え方として、“地域住民と用水路との関わりを豊かにする”こ

とを掲げ、親水・緑道整備を実施してきたことで、用水路のあるまちを感じ取れるようには

なってきましたが、用水路との関わりが十分豊かになったとはまだまだ言えない状況です。  

このことから、管理方針においても、用水路との関わりを豊かにする方針は継続して進め

ます。財政状況を踏まえて維持管理にも取り組む必要があるため、大規模な親水・緑道整備

を極力抑えつつ、“水辺に近づける空間整備”を中心とした小規模な整備を行います。 

また、用水路との関わりを豊かにしていくうえでは、他の公共施設との一体化した整備を

行い、日常的に使われる、親しまれる用水路としていくことが重要となります。公園と用水

路を一体化させるなど、用水路を活かしたまちづくりの取組を各種実施していくことで、関

わりが豊かになっていくものと考えられます。また、開発事業等の大規模に土地の利用が変

化する機会を捉え、用水路脇に公共施設の設置が進む取組を進めます。 

管理方針ではこれら各種取組について、市だけではなく、市民・事業者・市民団体の協力

を得ながら推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 水辺に近づける空間整備例 
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（１）水辺を活かした空間整備の推進   

小平市の用水路は市内全域に渡っており、活用計画に基づいて、親水・緑道整備は市内各

所で実施してきました。しかし、小川用水（美大通りから仲町通りまで）、砂川用水（ビオト

ープ公園より東側区間）、鈴木用水及び田無用水の全区間では、水辺を活かした整備が少ない

状況です。この区間については、「水辺の整備区間」として検討をします。 

管理方針では、財政状況を踏まえ、水辺に近づける整備を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

     親水整備              水辺に近づける空間整備のイメージ 

＜取組＞  

番号 取組 主体 

1 

○水辺に親しめる空間の確保 

活用計画に引続き、効果が非常に高いと見込まれる箇所につい

て、親水・緑道整備を検討します。また、水辺を活かした整備

の不足区間について、「水辺の整備区間」として検討します。 

水と緑と公園課 

２ 

○生き物に配慮した空間整備と周知 

水辺の一部に生き物が生息し易い植物を植えるなど、生態系に

配慮した空間の整備を検討するとともに、周知を行うことで、

生物多様性の理解促進を図ります。 

水と緑と公園課 

環境政策課 

３ 

○用水路の更なる水量の確保 

 市内用水路の水量の確保について、東京都水道局と引き続き、

協議を行います。 

水と緑と公園課 

 

（補足１）取組１ 緑道の整備候補区間 

     整備１（小川用水：７小通り）             整備２（関野用水） 

     場所：大沼町１丁目５番～２４番先         場所：御幸町９番地～３５４番地先 
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（２）他の公共施設と一体化した整備の促進    

現在、市内の開発事業は「小平市開発事業における手続及び基準等に関する条例」、「同条例

施行規則」に基づき、事業規模が３，０００㎡を超える案件については、公園または緑地を設

けるよう事業者と協議を行っています。用水路と公園等の一体化の整備について事業者と協議

を行うことが、用水路に接した公園や緑地等の公共施設の効果を高めることにつがなり、水辺

を生かしたまちづくりが進むものと考えられます。 

管理方針では、開発事業等の大規模に土地の利用が変化する機会を捉え、用水路脇に公共施

設の設置が進む取組を進めます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    公園と一体的な整備箇所（清風公園）     公園と一体的な整備箇所（あじさい公園） 

                         

＜取組＞  

番号 取組 主体 

４ 

○開発指導における事業者との協議 

用水路に接する緑地・公園等の公共施設が造られるよう、  

事業者への指導・協議を行います。 

事業者 

水と緑と公園課 

５ 

○他の公共施設との一体化を目指す庁内調整 

 公共施設を有する施設担当部署や、大規模事業を実施する 

部署と調整を行います。 

水と緑と公園課 

公共施設管理部署 

６ 

○既存公園と用水路との一体化 

既に用水路と公園等の公共施設が隣接しているものの、フェ

ンス等で一体化がなされていない箇所について、一体化を目

指した整備を検討します。 

※鈴木町第６公園、鈴木町ひだまり公園 等 

水と緑と公園課 
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（補足２）取組６ 既存公園と用水路との一体化候補地 

  

※候補地については、既存の公園と隣接しているなど 

効果が高いと考えられる箇所の一例を示します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
番号 施設名 用水路名

① 酒蔵公園 小川用水

② 青梅街道駅付近 小川用水

③ たけのこ公園 野中用水

④ 鈴木第６公園 田無用水

⑤ 鈴木町ひだまり公園 鈴木用水

⑥ ほりばた公園 砂川用水
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４ 方針２ 質の高い、持続可能な公共財産として次の世代に引き継ぐ 

近年、用水路の修繕は１年当り２００ｍ程度実施していますが、市の有する用水路の延長は約

４９ｋｍであることから、十分な維持管理ができている状況ではありません。さらに、近年では

活用計画で積極的に実施してきました親水・緑道整備についても修繕が必要な箇所が散見される

ようになりました。また、長期的には多大なコストがかかる新堀用水法面、野火止用水法面の更

新または修繕を、平準化して行っていくことも必要な状況です。 

このような状況の中、昨今の厳しい財政状況も重なり経済性や効率的な維持管理の観点から修

繕が実施されていることが多く、景観への配慮などの視点が足りない状況がありました。 

このことから、管理方針では、財源の確保、コスト縮減の検討などを進めつつ、併せて景観へ

も配慮した修繕を推進していく必要があります。 

また、活用計画では基本的に全ての用水路を保全する方針を実現するため、市内東部地域の枯

渇した用水路についても、水を流していくことを目指しており、新たな活用を見出すなどの検討

は進んでいない状況でした。管理方針では、水がない中での用水路の在り方について、地域の意

見を伺いながら検討します。検討の中では売払いも一つの手段とし、売払いをした場合はその財

源を地域の中での用水路整備に活かすことも検討します。 

 これらを進めることで、用水路を質の高い公共財産として次世代に引き継ぐ方針を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中島町胎内堀坑口部 
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（１）景観に配慮した維持管理 

小平市の用水路は素掘りの水路で残されている箇所が多く、周辺の農地と一体となって昔な

がらの景観を有していました。現在、農地は徐々に宅地化され、また、市が行う施工性と経済

性を重視していた用水路の維持管理により、昔ながらの景観が失われている現状があります。 

管理方針では、景観に配慮した維持を図るため、修繕等においても、色合いが周辺に溶け込

むような部材を使用します。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

     昔ながらの景観を有している箇所            景観への配慮 

  

＜取組＞  

番号 取組 主体 

７ 

○景観に配慮した維持管理 

整備や修繕等において、周辺に溶け込むような色合いの材料

を使うことに努めます。 

水と緑と公園課 

８ 

○用水路脇の緑化の推進 

 水と緑の景観を広げていくため、開発事業者へ緑化の協力を

求めるほか、生垣補助制度の利用促進を進めます。 

水と緑と公園課 
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（２）計画的な維持管理の推進  

小平市の用水路は約４９km あり、現在、鋼板による護岸の多くは腐食が進行しており、計

画的に修繕を実施していくことが必要です。また、新堀用水・野火止用水については、法面

が浸食されている箇所がありますが、その対応は大きな財政負担が生じることから、長期的

な計画をもって実施していくことが必要となります。 

その他、新堀用水の胎内掘は歴史的な遺産であり、市内用水路の起点となる箇所にあるこ

とから、定期的な点検が必要です。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

          護岸の劣化状況              法面の浸食状況                          

 

 

＜取組＞  

番号 取組 主体 

９ 
○用水路修繕 

優先順位の高い箇所から計画的に修繕を行います。 
水と緑と公園課 

１０ 
○過去に整備した親水・緑道箇所の更新または修繕 

計画的に更新または修繕を行います。 
水と緑と公園課 

１１ 

○野火止用水、新堀用水法面等の長期的な更新または修繕 

護岸法面の調査・設計を行い、長期的な補修工事の計画を

検討します。なお、野火止用水については、隣接自治体と

調整のうえ検討します。 

水と緑と公園課 

１２ 

○胎内堀の点検 

歴史的な遺産である胎内掘について、縦穴周辺の状況を定

期的に確認します。 

水と緑と公園課 

１３ 

○巨木化した樹木、実生木の処理 

倒木等を未然に防ぐため、巨木化した樹木の処理を行いま

す。 

水と緑と公園課 
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（３）用水路活用に関する計画の推進 

用水路活用区分は、平成１９年度と管理方針策定にあたって、一部区分の変更を行いまし

た。平成１９年度では、保全としていた用水路の一部を道路等の敷地に転用することや、将

来に渡って水を流すことができない箇所について売払いまたは隣接地との交換とする区分の

見直しを行いました。令和４年度のアンケート調査結果では用水路の認識度が低いことがわ

かりました。管理方針では、用水路の広報を充実させることに重点をおき、平成１９年度に

作成した活用区分から大幅な見直しは行っていません。 

今後の活用区分の見直しについては、１０年を目安に必要に応じて検討します。検討にあ

たっては、市民意向の把握に努めます。 

また、市内東部地域の流水が今後も見込めない区間については、今後の用水路の在り方を

改めて検討する必要があり、市内東部地域（鈴木用水、田無用水、野中用水の流水が今後も

見込めない箇所）を“重点的に検討する区間”と定め、その在り方を検討します。 

 

 ＜取組＞ 

番号 取組 主体 

１４ 

○用水路活用区分の再検討 

１０年を目安に必要に応じて、用水路活用区分の見直しを

行います。また、見直しにあたり、市民意向を確認します。 

水と緑と公園課 

関係各課 

１５ 

○重点的に検討する区間の用水路の在り方の検討 

重点的に検討する区間の用水路の在り方について、近隣住

民に対して、アンケートや地域懇談会を行います。 

水と緑と公園課 

関係各課 
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（４）コスト削減、財源確保の取組 

質の高い、持続可能な公共財産として維持していくためには、コスト削減、財源確保の取  

組が必要となります。現在、親水・緑道整備で使用している木柵の護岸は、景観に優れたも

のでありますが、長期的な供用に適しておらず、ライフサイクルコストの高いものでした。    

管理方針では、更新や修繕において、ライフサイクルコストの低減が図れる擬木等の使用

を検討します。 

また、適正な占用料の徴収や、財源の確保の取組として売払いを進める必要があります。 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

       擬木を使用した護岸①             擬木を使用した護岸②                           

 

＜取組＞  

番号 取組 主体 

 

１６ 

○ライフサイクルコストの低い製品の使用 

用水路に関する修繕及び更新の際には、ライフサイクルコスト

の低い擬木等の使用を検討します。 

水と緑と公園課 

１７ 
○適正な占用料の徴収 

用水路占用料の改定について検討します。 
水と緑と公園課 

１８ 

○売却とした箇所の売払い 

売却とした箇所について、早期に売払いができるよう、隣

接土地所有者と継続的に交渉を行います。 

 

水と緑と公園課 

１９ 
○国や東京都の補助金等の活用 

補助金等については、積極的に活用を検討します。 
水と緑と公園課 
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５ 方針３ 用水路を知る、用水路に関わるひとを増やす 
 

小平市の用水路は、かつて生活用水として使われていた背景があり、昔から用水路沿いに住

んでいる人は、今でも草刈りや沼さらいなどの身近な維持管理を行っていただいています。 

しかし、高齢化に伴い作業が困難になっていることに加えて、現在、「沼さらい」では新たな

若い参加者が不足しているなどの課題が生じています。 

活用計画では、市が実施する親水整備を通じて用水路との関わりを豊かにし、用水路の魅力

を感じてもらえるよう実施してきましたが、広報的な視点での発信が不足していました。 

管理方針では、用水路に関する広報を、学習や観光的な視点も含めて積極的に展開し、将来

的に用水路に関わってもらえる人を増やせるよう各種取組を実施します。 

 

 

 

生き物調査に併せた生き物見学会 
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（１）多様な情報の発信による広報の充実  

小平市の用水路については、市の情報発信が非常に少なく、市民のなかでも十分に知れわ

たっているものではありません。一方で、市民団体の中には看板の設置やリーフレットを独

自に作成しているなど、積極的に活動をしていただいている事例があります。 

管理方針では、市民団体や観光協会等と連携し、案内看板の設置やリーフリットの作成・

配布などの広報活動を積極的に行います。 

また、市報や若年層にも読んでもらえる SNS 等の多様なツールも活用していきます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

           新堀用水（胎内堀）案内看板       市民団体が作成したリーフレット 

 

＜取組＞  

番号 取組 主体 

２０ 

○案内看板の設置 

市民団体や観光協会等と連携し、用水路の歴史等についての

情報看板を、親水整備箇所や利用者の多い箇所に設置します。 

こだいら観光まちづくり協会  

水と緑と公園課 

２１ 

○広報の充実 

用水路の歴史や活用について、市報やホームページを積極

的に活用し、情報発信を行います。また、小平の用水路の

歴史や生態系などの概要がわかるリーフレット等を配布し

ます。 

水と緑と公園課 

２２ 
○なるほど出前講座 デリバリーこだいらの継続的実施 

用水路の歴史等についての講座を継続的に実施します。 
水と緑と公園課 

２３ 

○用水路に関するイベントの開催 

市民が用水路を身近に感じることができるイベントの開催

について検討します。 

水と緑と公園課 
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（２）ふれあい・学び・体験の場の提供 

幼少期の体験は大人になってからの行動に繋がることが考えられるため、未来の担い手で

ある子どもたちがふれあい・学び・体験できる機会を創出する取組が重要となります。 

管理方針では毎年行っている花植えを、近接している保育園と連携して実施することや、

用水路に関する理解を深めるために教育現場と連携するなど、少しずつ広げていきます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

市民と行っている花植え活動         生き物調査に併せた生き物見学会                                      

                                             

＜取組＞  

番号 取組 主体 

２４ 

○身近な場所での花植え活動の推進 

花植えについて、既存の花壇に身近な小学校等と連携します。 

また、ボランティア等が新たな花植えができるスポットを広げ

ていきます。 

市民 

指導課 

水と緑と公園課 

２５ 

○生き物調査に併せた見学会の実施 

生き物調査に併せて、近隣の小学校等と連携し見学会を実施し、 

用水路周辺の生物多様性についての学びの場を提供します。 

水と緑と公園課 

環境政策課 

２６ 

○教育現場との連携 

SDGｓ等の関連する内容を含め、学校教育の中で用水路に

関する理解を深められるよう、学校及び関係課と連携を進

めます。 

指導課 

水と緑と公園課 
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（３）沼さらいをはじめとした市民協働の推進  

用水路沼さらいは例年５月の第３日曜日に、自治会及び JA 東京むさし農業協同組合の

方々に協力をいただきながら清掃を行っています。市では今後もこれらの沼さらいを継続的

に行っていくとともに、新たな担い手を確保する取組を進めます。 

   また、その他の清掃活動や維持管理についても、新たな協働の取組を検討します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     沼さらい清掃             野火止用水クリーンデイ清掃 

 

＜取組＞  

番号 取組 主体 

２７ 

○沼さらい清掃の継続的な実施 

沼さらいが今後も継続していくよう、支援を行います。 

また、沼さらいの行われていない箇所においても、付近の

学校などと連携を行いながら、気軽に参加できる清掃活動

を実施します。この参加者の中から今後の沼さらい清掃活

動に協力を頂ける人の募集を行うなど、新たな担い手を探

します。 

自治会・JA 

指導課 

水と緑と公園課 

２８ 

○市民協働による清掃活動などの実施 

１２月に近隣市と併せて実施している野火止用水クリーンデ

イによる清掃活動など、市民協働による活動を継続的に実

施します。また、協働の取組について引き続き検討します。 

市民 

市内事業者 

水と緑と公園課 
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第６章 まとめ 

１ 活用計画から管理方針への移行 

管理方針では活用計画の基本的な考え方を踏まえ、新たな課題に対応できる方針を掲げました。 

    

小平市用水路活用計画（平成７（１９９５）年４月～令和６（２０２４）年３月） 

        用水路の位置付け：基本的に全ての用水路を保全する。 

：なお、連続性の無い箇所は一部で売払いを行う。 

    取組の内容   ：流水を確保し、用水路本来の姿を復元する。 

            ：市内全域で親水整備を行い、やすらぎのある空間を提供する。 

 

    

小平市用水路管理方針（令和６（２０２４）年４月～） 

   用水路の位置付け：流水のある箇所は引続き保全し、流水のない箇所については、 

地域の意見を伺いながら、用水路の在り方を検討したうえで、 

今後の方向性を定める。 

    取組の内容   ：用水路を活かしたまちづくりを展開し、関わりを豊かにする。 

            ：質の良い、持続可能な公共財産として次の世代に引き継ぐ。 

            ：用水路を知る、用水路に関わるひとを増やす。 
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資料編 

１ 小平市用水路管理方針策定庁内検討委員会 

（１）委員構成   

委 員 長 環境部長  

副 委 員 長 環境部 水と緑と公園課長   

委  員 地域振興部   

 

産業振興課長 

文化スポーツ課長 

環境部 環境政策課長 

都市開発部 

 

都市計画課長 

道路課長 

 

（２）開催経過 

第１回 令和４（２０２２）年７月５日 ・庁内策定委員会設置要綱について 

・用水路管理方針の基本方針について 

第２回 令和４（２０２２）年８月２６日 ・用水路の現状と課題について 

・令和４年度アンケート調査、地域懇談会に

ついて 

第３回 令和４（２０２２）年１２月２２日 ・令和４年度アンケート調査、地域懇談会結

果について 

第４回 令和５（２０２３）年３月１７日 ・用水路管理方針骨子案について 

・用水路活用区分の見直しについて 

第５回 令和５（２０２３）年６月２０日 ・用水路管理方針素案の策定について 

第６回 令和５（２０２３）年１０月６日 ・用水路管理方針素案について 

第７回 令和６（２０２３）年１月１２日 ・用水路管理方針案について 

・パブリックコメント実施結果 

 

２ パブリックコメント 

実施概要 

実施期間  令和５（２０２３）年１１月２０日から令和５（２０２３）年１２月１９日 

応募者数  ８人 

提出方法  持参 １人、電子メール ３人、市ホームページ ４人 
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